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中部アフリカの動乱
一カビラ新政権樹立前後一
村　主　道　美
　1．
　コンゴ民主共和国は旧称をザイールと言い，ダイヤや金などの鉱産資源に
恵まれた中部アフリカの広大な国である注1．ルワンダ，ブルンジ，アンゴラ，
ウガンダ，スーダン，コンゴ共和国と国境を持っ．周知のように1960年の
コンゴ動乱後，クーデターで政権を掌握したモブッが政権につき，その独裁
的支配のもとで約40年間統治が行われた．
　1994年のルワンダにおける集団殺害においては，その集団殺害の首謀者
たちである旧政権責任者，軍隊，民兵らとともに，200万人のルワンダ人が
国境を越えてザイールへと移動した．それに続くルワンダのモブッ亡命に至
る動乱によって，その難民の過半は帰国したが，ザイールに残留した者，ま
たザイールを経由してコンゴ共和国など第三国に移動した者の数を特定する
ことは困難である．
　1994年のルワンダにおける集団殺害以後の，ザイール＝コンゴ情勢の変
動は，次のような問題領域に関わる．
　（1）民族的な対立は，どのような形である領域から他の領域へ伝播するの
か？
注1　本稿は財団法人平和安全保障研究所奨学プログラムの1998年度合同セミナーにお
　ける報告である。
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　　今日これほど民族問題を顕在化させている国が多いということは，それ
　　ぞれの問題が独立したものではなく，相互に連関していることを示唆し
　　ている．では具体的にどのようにして伝播するのか？
　（2）民族の分布と無関係に国境が引かれている場合，どのような形で民族
問題が発生するのか？
　　国境はどのような影響を民族問題に与えるのか？
　（3）難民キャンプとは何か？　その果たす役割は？
　　内戦中の国の周辺にある難民キャンプは，家を追われた人々の依存する
　　場所という側面と，内戦に敗北して国を追われた武装勢力の反撃の拠点
　　という側面を持っ，またそのキャンプの現に存在する国家にとっては，
　　難民キャンプは外国人が多数急速に国土内部に進入して国家の安定を乱
　　すことを防ぐ防波堤という側面を持っ．実際には，これらのどのような
　　側面が，どのように活用されるのか？
　（4）難民が大量に短期間に帰還するということは，どのような安全保障上
の問題を生むか？
　　難民は最小限，政府に対する不信があるから国外へ出る．それを帰還さ
　　せるときには，政府は既存の国民より反政府となる可能牲の強い国民を
　　招き入れ，国内に抱えることになる．
　（5）隣国の領域内に自国の反政府勢力の拠点がある場合，どのようにして
自国の安全を守るべきか？
　　陸路の国境を越えた地点に，自国内の反政府勢力の拠点があり，その存
　　在が容認されている場合，越境して攻撃を加えることは許されるだろう
　　か？
　（6）紛争が広域にわたる場合，その部分的（二国間）解決は可能か？
　　紛争は各種の理由で広域にわたる．たとえばある国が紛争当事国を軍事
　　的，経済的に支援しており，その支援の程度がその紛争の力のバランス
　　に影響を与えるという場合がある．その支援をやめさせたり，低下させ
　　たりすることが，紛争の停止に繋がる．また，難民などの，人の移動に
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よって政府の意志に関わり無く紛争の影響を受けてしまう場合がある．
紛争の解決のためには，どのような国々が当事者として交渉に加わるべ
きなのだろうか？
　II．
　　1　ルワンダ内戦の決着のっいた1994年夏，ルワンダ内にはRPF
（ルワンダ愛国戦線，Rwandese　Patriotic　Front）の権力が樹立された．
新しいッチ住民（70万）が海外から入った．旧ルワンダ政府勢力
（interahamwe＋RAF）は敗走したが，ザイール内のキャンプで難民とと
もに生き延びることができた．ザイール内難民キャンプでは，武装解除はな
されなかった．
　　21994年の段階で，ザイールはすでに長く崩壊国家である．ザイール
には国家組織としては軍以外にはほぼ存在せず，その軍もまた，ザイール内
にく国家内国家〉を許容する状態である．難民キャンプのあるキブ地域は，
旧ルワンダ政府勢力のもつ種族的イデオロギーの影響を受けることになる．
　　3　これとは別に1990年代初頭から，ザイール内で独自に，民族的差別
意識が生まれ始めている．これはキブ地方に19C以後移住してきたBanya・
rwanda（北キブ，フッとッチがある），　Banyamulenge（南キブ，事実上
ツチ）と呼ばれる人々の国籍を巡る問題である．彼らは1990年代初頭にザ
イール政府から〈外国人〉というラベルを正式に張られることになる．この
一つの理由は，それまでモブッ政権のNo．・2を占めていたッチ出身の政治家
が死亡し，その庇護を受けることができなくなったことである．他方，モブ
ツは，これらを外国人と見なし，スケープゴートを作ることにより自分の統
治能力を高めようとしたとも解釈できる．人口分布図を見ると，このキブ地
域の人口の増加率が周辺地域より高いことが分かる．
　　4　キブ地域は，これら要因が重なり，この地域のッチは保護を求める．
そのときルワンダには彼らと同盟関係を結びうるRPFを中心とする政権が
成立していた．
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　　5RPFから見れば，難民キャンプの存在は，自国への直接的脅威が，
少しも衰えていないことを示す．RPFから見れば，難民キャンプの隣国に
おける存在は集団殺害者集団が再びルワンダに進入することを決意しながら，
帰るに帰れない人々を人質にとっている状態を意味する．ルワンダ政府には，
国際機関や諸外国に対する信頼はほとんどない．そもそも，1994年の段階
で，集団殺害の可能性のあることを感じながら，国連の平和維持活動に自国
の運命を託したことが自分らの大きな間違いであったと反省する者もいる．
そして国連および諸外国がいかにルワンダに何もなさなかったかを経験して
いる．
　　6ルワンダはキブの難民キャンプを攻撃する．これはある意味で，諸
刃の剣であった．この攻撃により，旧ルワンダ政府勢力は一時的に国境から
遠ざかった．すなわち，難民の一部とinterahamwe／RAFはさらにザイー
ル奥地へと入った．これが負の効果である．他方，正の効果としては大量の
難民が一挙に帰還したことを挙げうる．だがその中に難民にまぎれて帰還し
たinterahamwe／RAFも存在し，彼らはルワンダ北西部において襲撃を始
める．いわば，ザイール内勢力と呼応できる獅子身中の虫をルワンダは多く
抱えることになる．このことはさらに，ルワンダ政府にとり，国内統治のた
め，ザイール内のinterahamwe／RAFの掃討の必要度を高める．ルワンダ
政府には，ザイールという後背地を敵に与えない政策が必要となる．
　奇妙なことも起こる．たとえば，虐殺者が先にルワンダへ帰還し，彼らを
告発することのできる難民が後に帰る．すると虐殺者は，証人が口を開く機
会を得る前に彼を殺してしまう．
　　7interahamwe／RAFは単独でルワンダに対抗するだけではなく，ザ
イール内の他の勢力と連合するという，やや複雑な保身をとり始める．（図
1参照）すなわちブルンジ政府（軍）に対抗するFDDというザイール内反
政府勢力と強力してブルンジを攻撃する．
　またinterahamwe／RAFはザイール内ムスリムと協力してウガンダ内部
の反政府勢力を構成する．この反ムセベニ勢力はスーダンから支援を受けて
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いる．スーダンはウガンダ北部においても，ウガンダ反政府勢力の拠点を提
供し，またウガンダ内部にも，スーダン反政府勢力の基盤がある．
　　8　ブルンジはいくっかの点で，ルワンダにとり不安定化要因である．
例えば，内戦によりより大量の難民がルワンダへ流入する，ブルンジのッチ
指導者らがルワンダに流入する，など，いずれにせよ，ルワンダ内の社会，
経済を混乱させる要素がブルンジ内戦にはある．それゆえルワンダは，ザイ
ールを拠点として反ブルンジ勢力が拡大することを，容認できない．
　　9　この状態のなかで，Banyamulengeを中心とし，ルワンダとウガン
ダに後押しされた，モブッ打倒の勢力がキブから始まる．ちなみにルワン
ダ・ブルンジがアフリカ最高の人口密度なのに対し，ザイールは人口希薄で
ある．その中で比較的密度が高いのは東部のキブ地域と西部のキンシャサ周
辺である．中部アフリカの動乱の背景には，人ロ圧の問題があり，特にキブ
湖周辺におけるここ20－30年の人口増加が著しい．
　　10　このAFDLはかってのマルクス主義者でルムンバの友であったカ
ビラを指導者として担ぎあげた．カビラはカタンガの出身であり，AFDL
はBanyamulengeにカタンガ出身者を加える形で勢力を拡大し，モブッ軍
に対抗する．だが事実上，モブッ軍は抵抗らしい抵抗をせず敗走する．Mai－
Maiなど他の少数集団もまた反モブッ運動に加わる．だが彼らはBanyamu－
lengeから指揮を受けることを嫌い，　AFDL内部の亀裂も生まれる．
　モブッのザイールははアンゴラのMPLAの対抗勢力であるUNITAの拠
点であり，支援者である．実際UNITAはザイール内でAFDLと戦ったら
しい．またアンゴラ政府にとっては，モブッ政権の崩壊は自国にとり有利で
あることは歴然としているから，積極的にAFDLを支援する．カタンガ独
立運動に失敗してアンゴラに逃げて生活していたザイール兵をAFDLに合
流させるよう空輸したのがアンゴラ政府である．
　　11　ウガンダとルワンダの間には，AFDLへの支援を巡り，やや意見
の違いがあったようである．ルワンダは積極的にモブッにAFDLが取って
代わることを目標としてきた．これに対しウガンダは，モブッでもない，か
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っAFDLでもない，もっと中間的・伝統的勢力が新しいザイールに就くこ
とが自分らの利益であると考えたようである．ある意味で，このウガンダの
懸念が的中することになる．
　　12　モブッは破れ，カビラが勝利する．だがこの時期，キブ地方におい
て，ルワンダ，Banyamulengeなどは違法に土地を占拠する外国人と見な
され，地域における彼らに対する迫害はより激しくなる．
　カビラはBanyamulengeの椀偶的な政権としては長く存続できないこと
を自覚している．彼は自分の権力を同郷のKatanga出身者で固め，　AFDL
内部からッチ軍人を排斥していく．同時に，Banyamulengeは故郷の家族
に対する迫害が心配になり，AFDLを去る．（図2参照）
　　13　結局，カビラはモブツ同様，ごく常套的な手段で自己の権力を固め
ようとする．つまりルワンダなど，外国人と見なされる勢力に対する差別を
行うことにより，カタンガ以外の民族，部族集団を自分にてなずけ，また自
分の政権を同郷者で維持しようとする．観察者にとりわかりにくいひとつの
疑問は，ツチ勢力が容易に，ザイールにおいて差別の対象となり，また外国
人による進入として非難の対象となるのに，なぜinterahamwe／RAFはそ
うはならないかという点である．いずれにせよ，interahamwe／RAFはカ
ビラにより拘束されるのではなく，とむしろ結びっくようになる．
　もうひとつの疑問は，ルワンダは，自分らが結局カビラにこのような形で
裏切られることを予想できなかったであろうかという点である．カビラには，
ザイールを統治するためには，裏切らなければならない必要があった，とも
言え，振り返れば，ルワンダとしては，やはりウガンダに従い，モブツ退陣
と，第三勢力の導入を図るべきではなかったろうか？
　かくして再び，政権奪取のためのRCDが，カビラに不満を持っものによ
り構成され，再びルワンダ，ウガンダはこの反政府勢力を支援し，カビラを
追いっめる．カビラのコンゴ軍の敗走は，その軍の弱さを露呈している．だ
が周辺諸国，アンゴラ，ナミビア，ジンバブエなどにより，カビラ政権はそ
の存続が可能になる．
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　III．
　この紛争はまさに現在進行中である．結論の代わりに，いくつかの疑問を
考えてみよう．
　　1　もしもキブ周辺における難民キャンプにおける武装解除がなされて
いたら，この紛争拡大はなかったのではないか？
　　2　もしもザイールが警察，軍事などの崩壊していない国であったら，
interahamweなどの進入を取り締まることができ，この紛争拡大はなかっ
たのではないか？
　　3　コンゴのカビラを安定化させつつ，コンゴ内のinterahamaweだけ
を摘出する方法がありえたか？
　　4　コンゴ内部に，ウガンダ，ルワンダが自由に出入りし，掃討作戦を
展開できる国内の緩衝領域を作ることはできるか？
　　5　キブ地域からウガンダへの人ロ流入は困難である．ではキブ地域に
新たな独立国家を作ることは可能か？キブはコンゴにとって重要な資源であ
る金の産地でもある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999年2月）
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